
8月 2日（第一日曜日）： 
小原本陣の森/森林整備、担い手育成、技術向上  
知足の森/若者の森づくり 
　　　いずれも弁当持参。参加費：４００円 
8月16日（第三日曜日）： 
相模湖・嵐山の森/里山交流、多様な森林活動  
　　　主食・自分のお椀・箸・飲料水は持参。参加費：４００円 
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当会の基本理念：森林破壊という負の遺産を子孫に残してはならない
桂川源流地域流域協議会 
シンポジウム報告 !
　シンポジウム前日の27日、基調講演
者を務められる安田喜憲先生（ふじの
く に 地 球 環 境 史 博 物 館 ・ 館 長 ）　　　　
と同宿となり、お話を伺う事ができま
した。世界遺産となった富士山を囲む
形で流れる桂川相模川流域（山梨・神
奈川県）と、山梨県の釡無川・笛吹川
が合流する富士川流域（静岡県）の森
林・林業を再生することで、森・川・
里・海の富士文明圏ができる。ここを
拠点に、稲作漁労民であった日本民族
が技術先進国の地位を守りながら「共
に生きる文明のあり方を世界に発信」

しようではないかということでした。
基調講演の内容も当会の「理念」と殆
ど重なるものでした。会の終わりに、
杉本氏（山梨県森連会長）から「皆で
知恵を寄せ合い、森林・林業復権を“緑
のダム運動”と謳って実行しようではな
いか」との呼びかけを頂きました。 
　このような形で当会の”緑のダム活動“が
「緑のダム運動」に発展するならばこん
な嬉しいことはないと思います。この18
年間、訴え続けて来たことが今、正に
具現化に向けて一歩踏み出すことを意
味するのではないか。全会員の「雨で
も休まず、１８年間の継続」の成果が意
外な形で姿を現し始めていることに気
付きました。 

　日本国民の深層心理には、聖徳太子
の十七条憲法第一条「和を以て貴しと
なし、忤うこと無きを宗とせよ。」が
刷り込まれているように思います。憲法
九条で「不戦」を誓い、日本の富士山
から全世界へ向けて「共に生きる平和」
が発信されるならば、私たちが森林林
業の復権を目標としつつ投じた小さな
一石が波紋となって広がって行くことを
意味するのではないでしょうか。当会
発足以来、この活動に参加、ご指導、
ご協力下さった民・産・官・学、沢山
の方々の支えが有ったればこそと、感
謝の気持ちでいっぱいです。 !

石村　黄仁（本会、代表理事）
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８月号の１枚：嵐山のカブトムシ、今年もたくさん見つかってます
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[定例活動]小原本陣の森 

7月5日（第一日曜日） 
!
もうそろそろ梅雨もあけ、厳しい暑
さを迎えようとしていますが、皆様
お元気にお過ごしでしょうか。 
その梅雨の真っ只中に行われた7月
の小原定例活動には、F o r e s t 
Nova☆から新入生で初参加の望月
君やOBの治田先輩を含め4人のメン
バーが参加しました。今月の小原の
活動としては小原のハイキングコー

スの道標の設置を予定していたので
すが、梅雨ということもあり、そち
らでの活動は来月以降に持ち越しに
なりました。このような理由もあ
り、7月の活動は雨天でも行えると
いうことで、長福時での座禅体験を
緑のダムの石村さん、川田さん、小
林さん、原田先生、宮村先生、高井
戸中学の学生、 Forest Nova☆で行
いました。私自身座禅をお寺の中で
行ったことはないので、とても貴重
な体験をさせて頂きました。 
　 午後からは宮村先生率いる高井戸
中学の学生と原田先生が長福時にあ

る竹林の整備を行い、 Fo re s t 
Nova☆は嵐山に行き、今月の平日
に行われる桂北小学校3年生の授業
の下見を行いました。そんな中、嵐
山にはヤマユリやカブトムシ、小さ
く実り始めた青々としたクリなど、
これからの季節を髣髴とさせるよう
なものが数多くあり、雨天時という
中であったからこそ見ることができ
嬉しく思いました。 !

釜谷　優太（Forest Nova） 

[定例活動]知足の森 

7月5日（第一日曜日） 
!
　今月の活動は、朝からの雨でした
が、まずは長福寺に向かうことにし
ました。そこで住職さんのはからい
により、座禅体験をさせてもらえる
ことになりました。知足の森と名付
けた思いに、森の姿をあるがままに
受け入れ、自分自身のなかの森とは
何か、について若者たちが考えてい
きたいというものがあります。それ
には当然、座禅体験を通して、自分
自身を見つめていくことが必要だと
は思っていました。いま、世界が激
動するなかで、環境だけでなく、経
済や貧困、我々日本に至ってはその
根底である平和についても我々自身
が大きく揺さぶられています。その
なかで、自分の心の矢印が常に外側

に向き続け、そして翻弄され続けて
いるのではないかと思います。その
心の矢印をいまいちど、自分自身に
向けることが大事なのではないか、
そこから森とどのように生きていく
のかを考えていければと思っていま
す。そうした思いの中で、偶然の
雨、幸運の雨があり、座禅体験をす
ることができました。基本的な作法
を教わり、５分、１０分と座禅と組
むなかで、中高生はどんなことを感
じたのでしょうか。感想には「足が
痛い」というまだ心が落ち着けてい
ない生徒もいましたし、「すごい体
験をした」という抽象的ではあるも
のの、何かを感じ取った生徒もいた
ようでした。私自身は時々通ってい
るフィットネスクラブのヨガに近い
イメージを持っていましたが、肉体
的な負荷のない座禅に衝撃を受けま
した。まず何より、集中できない。

色々なことが頭をめぐってしまい、
何も考えないことが、これほど難し
いとは思いませんでした。ヨガのと
きは、日常ではしないようなポーズ
を１時間ほどやったあとに、落ち着
く時間がもうけられているので、毎
回あっさりと、気持ちが入っていく
のですが、いきなり座って、はじ
め、ではこうも難しいとは思いませ
んでした。まだまだ自分の心の矢印
が外側を向いていると実感しまし
た。しかしながら、中高生も大人の
スタッフも住職さんも今回の座禅に
手応えを感じたようで、そう遠くな
い将来整備した森で座禅を組みまし
ょう、という話までできたので、１
回目の体験としては十分な成果があ
り、また新しい世界、体験ができる
ことが今から楽しみです。 
　突然だったにも関わらず、座禅指
導してくださった長福寺の野呂住職
には本当に感謝申し上げます。ぜひ
　　　　これからもお願いできれば
　　　　と考えています。 !

宮村　連理（本会、理事） !



NPO法人緑のダム北相模　midorinodam.jp

[定例活動]相模湖嵐山の森 

7月19日（第三日曜日） 
!
　関東地方に梅雨明け宣言が発表さ
れた。ネムノキのピンク色の花が夏
の青空に映えている。暑い。それで
も嵐山には54名が集まった。 
　今日は生協の宅配「パルシステム
神奈川ゆめコープ」から３名の参加
がある。パルシステムの組合では環
境ボランティアの創設をめざしてい
るとのことで、身近な例を見学する
ためここ嵐山を訪れた由。初参加の
西岡さんも加わり、私は４名を各班
の作業現場にご案内することとなっ
た。 
　まずはお花畑班。この季節は繁茂
する雑草との闘いだが、メンバーは
決して若いとはいえない３名のみ。
暑さに身体がまだ慣れていないこの
季節には会のスローガンに従い「急
がず、無理せず、ぼちぼち」やらな
いと若者でも倒れてしまう。草むし
り、レッドロビンの刈り込み、そし
て５月に播いたツルナシインゲンの
初収穫。インゲンは石村夫人のお土
産に。 
　森林整備班は森の積み木をつくる
ため玉切りにした間伐材を軽トラに
載せている。はるばる山梨県都留市
にある製材所へと運搬するのだ。運
転手は石井さんとフォレストノバOB
の治田さん。パルシステムの方々か
ら整備班に質問がとぶ。トラックを
見送ってからは、残りのメンバーで
一部荒れていた径路整備を行ったよ
うである。 
　一方、材の仮置き場では木工班と
フォレストノバがいつものように共
同でほぞ切り、墨付け作業に取り組
んでいた。角材であれば簡単なのだ
が、相手が丸太だけに悪戦苦闘を強
いられなければならない。 
　さて本日、パルシステムの方々の
興味をもっとも惹いたのは、地球環
境部と望星高校との合同チームであ

る。中学生、高校生といった若者た
ちがどのようにして木を切り倒して
いくのか、誰でも気になるところだ
ろう。寺跡先の急傾斜地で作業は行
われていたため、私たちは下から見
上げるよりほかなかったが、遠くか
らでも生き生きとした活動の様子を
伺い知ることができ、４名はいかに
も満足そう。その表情を見て私も満
足。ちなみに、この日は４班に分か
れた。懸かり木こそ２本出たもの
の、最終的にはそれぞれの班が１本
ずつ伐倒したようである。と、ここ
まで来たところでパルシステムの
方々の見学は終了。 
　午後、森林整備班から知らせを受
けた。午前中に運んだ材がヒノキば
かりで、必要なスギは１本のみであ
ったという。そんなぁ、ヒノキじゃ
いけないの？　スギより高価なの
に。ということで運送第２便の準備
作業を取材していると、後ろから櫻
井先生に呼びとめられた。息子さん
と４歳の甥御さんである省吾君がい
ま嵐山に到着したとのこと。目的は
昆虫採集らしい。 
　省吾君が虫に目覚めたのは最近の
こと。図鑑もたくさん持っていて、
ありとあらゆる虫に興味があるよう
だ。こんな子は近頃あまり見かけな
いなあ、大事にしなければなどと感
心しているうちに、どうやらこちら
も協力しないといけないような雰囲
気になってきた。まあいいか、櫻井
先生にはお世話になっているし、虫
探しは嫌いじゃないし。 
　しばらく４人で林縁を散策する。
すると森林整備班のメンバーがカブ

トムシを捕まえてきてくれた。好ス
タートである。その後、センチコガ
ネやキマワリ、ショウリョウバッ
タ、ゾウムシなどが現れる。セミの
ぬけ殻を集めたり、臭いシデムシを
触ろうとしたり、カナヘビ（虫じゃ
ないけど）に逃げられたり……。結
局、仕舞いまでお付き合いすること
になった次第。 
　さて、終礼のために基地に到着し
た時のこと。ふとクヌギの木を見上
げると、高いところにカナブン、ル
リタテハ、そして国蝶であるオオム
ラサキの姿が見えるではないか。蝶
は無理でも何かが採れるかもしれな
い。思い切り幹を蹴飛ばしてみる。
すると何かがドサリと地上に落ち
た。なんとまたもやカブトムシ（も
ちろん雄）ではないか。素晴しいエ
ンディング！　それにしても木の幹
を蹴飛ばしたりしたのは何年ぶりの
ことだろう。 
　この日、私たちが虫探しをしてい
る間、森のなかでは５人の幼い子供
たちがノバの世持さんの周りを無邪
気に遊びまわっていた。時の流れが
一瞬とまり、何か尊いものが目の前
に現れたようなひとときであった。 !

内野　郁夫（本会、理事） 
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[報告１]  
さがみはら環境まつり報告 !!
　父の日で賑わう橋本で、今年もさ
がみはら環境まつりが開催されまし
た。このイベントでは毎年、相模原
地域の環境団体のブース出展、環境
に関する講演会やコンテストなどが
開かれます。今年は総来場者数が
2500人を超え、大盛況に終わりま
した。ForestNova☆のブースでは
間伐材を使ったカードスタンドづく
りや、森に関するクイズを行いまし
た。 
　環境まつり全体で行われていたス
タンプラリーの効果もあり、老若男
女問わずたくさんのお客様が
ForestNova☆のブースを訪れてくれ
ました。カードスタンドづくりは、
あらかじめ適当な木片に鋸で切れ込
み（カードや写真が差し込めるよう
な溝）をいれたものを、お客様にや
すり掛けしてもらうというものでし
た。普段は小さい子供たちを対象に
している木工体験ですが、ご年配の

方で「やってみると意外と楽しいの
ね。」と熱心にやすり掛けをしてく
れる方もいて、とても新鮮でした。
他にも「持ち帰って家でもやりた
い。」とやすりを持ち帰る方や、
「普段から木工しているの。」とお
話を聞かせてくれる方など、色々な
方に出会いました。体験をせずにス
タンプだけが欲しいというお客様に
も、アンケートだけにはご協力いた
だくなどの対応をとりました。予想
以上の盛況ぶりに、開始３時間ほど
で木材のストックが底をつき、途中
から人工林に関する簡単なクイズに
切り替えました。間伐という言葉自
体知らない大人の方もたくさんい
て、幅広い層の方に人工林のことを
少しでも知っていただくことができ
たと思います。 

　お客様のほとんどが相模原市民で
あったことから、私たちが普段活動
している地元の方からの貴重な意見
をたくさん聞くことができました。
このアンケートの集計をとって、こ
れからの地元市民への対応を考えて
いくきっかけにできると思いま
す。“隣のブースとの境界が分かりづ
らい“、”アンケートや冊子の文字の
大きさやルビを対象によって考慮す
る必要がある“などいくつか反省点は
ありますが、当日少ないメンバーで
も無事にブースを終えることができ
てよかったです。ここでの経験を、
今後のブース型のイベントに活かせ
るよう、しっかりと振り返りをして
いきたいです。 !

西田　朋世（Forest Nova） 

[連載１]  
緑のダム、リレーエッセイ 
「楽しく、休まず、ボチ
ボチな人々」 !
森のみなさん、 
ありがとう！ 
　　　　　　　　　　　　　　 
　三歳の時、生まれた四国から九
州へ引っ越す。大好きな犬ジョー
との別れ、以来の放浪癖！　上京
して二十代半ばから人形劇で日本
巡演（ついでに地酒巡りも）。旅

から、自然の素晴らしさ、酒から
は人々との出会い豊かに。六年で
たまった百万でシベリア経由、欧
州一人旅四か月、人生のハイライ
ト！？かな。 
ギリギリで子供をうみ、海や古都
に住みくらす。田舎に住みたいと
思ってた時、長野小谷村の山村留
学の仕事があり、全国から来た子
供たちと、山菜採り、キノコ取、
畑、冬は毎週スキーで、田舎の刺
戟的、森の豊かさを七年。楽園の
ような田舎暮らしだったのに、な
ぜか又空気の悪い都会へ舞い戻

る。森と湖の、都会に近い相模湖
に早、十五年！森づくりの会に入
り、すばらしい人々、ユニーク
な、熱心な、継続の大切さなど、
自然の中で、活動しながら、学ば
せて頂き、楽しく、十三年すぎ
た！ 
　これからも、出来る限り、仲間
として、参加していきたいと思っ
てます。ヨロシク！ !

伊藤 小夜子（本会、会員） !
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[連載２]  
相模湖・若者の森づくり
から !
都会の中の緑、水源林の大切さ !
　6月28日に川崎市にあります電
車の見える公園にて、幸街づくり
研究会の方達とともに合同企画、
その名も「水と森の楽校」を行い
ました。この日は午前と午後にわ
かれており、午前に幸街づくり研
究会の方達の定例活動に参加し、
午後はForest Nova☆の方で子供
たちに向けて木工体験を行い、ド
アプレートを作ってもらいまし
た。 
　午前中は幸街づくり研究会の方
達とともに電車の見える公園の植
栽地で子供達を交えて植生調査を
行いました。元々そこの公園では

幸街づくり研究会の方々がドング
リの木を植えているところであ
り、毎年この季節になると植生調
査を行います。なので、今年も例
年と同じくドングリの木を調べま
した。主に生えていたのは、クヌ
ギ、コナラ、トチノキなどであ
り、子供達に葉っぱを見せ、図鑑
で葉っぱをみながらその木を当て
てもらいました。樹種が解ったと
ころでその木の樹高や木幅などを
計測し、比較しやすいように子供
達の身長も同時に計らせてもらい
ました。その後、植栽値に生えて
いたヨシの葉っぱなどでかたつむ
りや船、更には虫などを作りまし
た。 
　午後は電車の見える公園の片隅
でForest Nova☆主催の木工体験
ドアプレート作りを行いました。
今回ドアプレートで使う材は川崎
市の水源にあたる相模湖で、その

そばにある
嵐山の木を
使用しまし

た。そうすることによって、あま
り森に実感のない川崎の子供達に
「水源林は大切なんだよ」と教え
ることができるためです。子供達
には、はじめにドアプレート材を
選んでもらい、そこにヤスリ掛け
をしてもらいました。次に、鉛筆
で子供達には飾りをつける部分に
下書きをし、どんぐりや木の枝で
飾りをセメダインでつけてもらい
ました。セメダインでつけてる最
中に水源林の話をし、話の最後に
子供達へ話した内容に関すること
を出題し理解を深めてもらいまし
た。そうして出来上がった作品に
は自分の名前や、どんぐりで星な
どの形を作っていました。 
このように、他団体との合同企画
はForest Nova☆の中でも中々な
いことなので、このような機会を
増やしていきたいなと感じまし
た。また今回、合同企画を行った
幸街づくり研究会の方々とも更に
交流を深めていきたいなと思いま
した。 !

櫻井　友樹（Forest Nova） !

[報告２]  
相模湖・嵐山の森、初参加
者の感想から !
　初めまして今回、ForestNova☆
に入らせて頂いた麻布大学環境科
学科1年望月健一です。 

　趣味は、映画鑑賞と動植物の育
成で、好きな動物はヘビとカマキ
リ、好きな植物はシクラメンと時計
草と桔梗です。私は小さい頃から動
植物が好きで、よく近くの雑木林で
鳥を観察したり、虫を捕まえて遊ん
だりしていました。そのため、森に
対して思い入れが強く森のことをも

っと知りたい、そして森のために何
かしたいと思い、この団体には入
りました。 
　また、皆様とは早く仲良くなり
たいと思っているので、是非お声を
掛けてください。これからよろし
くお願いします。 

望月　健一（麻布大学１年） 



!
参加にあたって： 
初参加者は、9時15分までにJR
相模湖駅前集合してください。
服装、持ち物については、汚れ
ても良い服装、着替え、滑らな
い靴　成るべく皮製手袋、万一
の怪我に備えて保険証、飲料水、
主食、第３日曜は自分の食器
(お椀・お箸) !
危機管理・救急対応： 
危険管理・救急体制・森林ボラ
ンテイア保険の準備の他、会と
して可能な限りの体制を敷いて
いますが「怪我・事故は、自己
責任」です。 

NPO法人 
緑のダム北相模

急がず、無理せず、楽しく、休まず、 
ボチボチと・・。 
そして、沢山の参加で森は、良くなる。 
（台風の日は勉強会開催。１６年間、 
一日も休まず“継続は力”。）

名称：特定非営利活動法人　緑のダム北相模 
事務局：154-0023　東京都世田谷区若林３－３５－９ 
発行人：NPO緑のダム北相模　事務局 Tel&Fax　03－3411－1636 
ＵＲＬ：http//www.midorinodam.jp 
Facebook：http://www.facebook.com/658588827578641 
E-mail： info●midorinodam.jp　●を＠に変更して使用してください 
協働団体：セブン-イレブン記念財団、相模原市（市民協働推進課）、 
 東海大学付属望星高等学校、生命の森宣言・東京 
支援団体：WWF JAPAN、イオン財団、市民社会チャレンジ基金、 
 神奈川県建具協同組合、JFEメカニカル、東急コミュニティ、 
　　　　マルモ出版

事務局から＆会員コーナー

●第13期定期総会が無事に終了しました !
　６月２１日の相模湖・嵐山の森定例活動後、１６時から県立相模湖交流セ
ンター研修室にて定期総会を行いました。参加者16名、委任状42名で総会
は成立し、昨年度活動報告、収支決算、今年度活動計画、収支予算について
全会一致で承認されました。 
　今年度からは巻頭言にもありますように、相模湖・嵐山の森、小原本陣の
森、若者が中心となる知足の森の３つのフィールドで活動すること、サプラ
イチェーン構築のための連携を深めることが確認されました。ほかにも一般
社団法人さがみ湖 森•モノづくり研究所、株式会社Forest Infoの活動との連
携なども議論されました。 
　また、これまで会が取り組んできた国際認証の継続についても議論が行わ
れ、これまで通りの活動を継続するが、認証費用の問題から認証は１０年を
もって終了する提案もなされました。 
　今期も緑のダム北相模をよろしくお願いいたします。 !
※総会の様子は［定例活動］相模湖・嵐山の森、で写真でご覧いただけます 

[報告３]  
小菅村で林業研修を実施 !
　７月下旬に中高生対象の林業
研修を実施しました。「１本の
間伐を最初から最後まで一人で
行う」という課題に中高生が挑
戦しました。詳細は来月号で報
告します。今月は写真でご紹介
します。この研修はNPO法人22
世紀やま・もり再生ネット助成
金を活用して行いました。ご支
援ありがとうございました。 

http://www.midorinodam.jp
http://www.midorinodam.jp

